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倉庫 トラックバース

ラウンジ

■工事名称：三井不動産ロジスティクスパーク平塚Ⅲ新築工事
■工事場所：神奈川県平塚市大神字一之堰－６
■事　業　主：三井不動産株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上４階
■設　計　者：ＪＦＥシビル株式会社一級建築士事務所
■施　工　者：ＪＦＥシビル株式会社
■工　　期：年４月１日～年３月日

※写真提供／ＪＦＥシビル
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　このたび、神奈川県平塚市で開発を進めてまいりまし
た「三井不動産ロジスティクスパーク（ＭＦＬＰ）平塚
Ⅲ」が完成いたしました。ＭＦＬＰ平塚Ｉ、ＭＦＬＰ平
塚Ⅱに続き、設計・施工を手がけていただきましたＪＦ
Ｅシビル様にお礼申し上げます。
　ＭＦＬＰ平塚Ⅲは、新しい産業や都市機能の集積によ
り良好な街づくりが行われている平塚市ツインシティ大
神地区土地区画整理事業の施工地内に立地し、新東名高
速道路の「厚木南ＩＣ」、東名高速道路の「厚木ＩＣ」
に近接する交通利便性に優れたマルチテナント型物流施
設です。近郊配送はもとより東名・新東名高速、圏央道
を使った首都圏、中京圏、近畿圏を結ぶ広域配送に対応
します。

　１階北面にトラックバースを設けたボックス型４階建
て倉庫で、１、３、４階が倉庫で、１階一部、２階（メ
ザニン階）に事務所を設けております。倉庫１階目の階
高は．ｍ、３、４階が階高．ｍとしております。
　外観は近接するＭＦＬＰ平塚Ⅱを意識し、当社物流施
設のシンボルである外壁チェッカーマークやブランドロ
ゴを使用しています。
　また、テナント従業員の皆さま向けにラウンジスペー
スを設けております。休憩や食事などで心地よくご利用
いただけるよう、しっくい風左官仕上げのぬくもり感の
ある誂（あつら）えとしています。
　環境配慮面では、屋根に太陽光発電パネルを設置し、
共用部の電力として利用するなど創エネにも取り組み、
「Nearly ZEB」を取得しました。また、地域の皆さま
に四季を感じていただける緑地帯を敷地に設けておりま
す。
　ＢＣＰの面でもさまざまな取り組みをしております。
時間対応の非常用発電設備の導入に加え、万が一の相
模川の氾濫で建物が浸水した場合でも施設の運営を可能
とするため、防災センターを１階と２階に分割設置し荷
物用ＥＶの機械室を屋上に設置しております。加えて、
電力の供給を可能とするために電気室を２階に設けるな
ど、テナント様の業務早期復旧をサポートします。
　物流は人々の生活を支える不可欠な産業で、その配送
拠点となる施設の開発に携われることに喜びを感じてい
ます。本施設が、テナント様や地域の発展、人々の暮ら
しの向上に寄与していくことを期待しています。

エントランス

　当施設の建設地である平塚市ツインシティ大神地区土地区画整理地内では既に竣工
し、運営されているＭＦＬＰ平塚Ⅱに続き、設計・施工を担当させていただきました。
　建設地の特徴としては地区計画が上げられます。北側は近隣への配慮としてｍの緑
地帯を確保する規定になっており、限られたスペースで駐車台数の確保や使いやすいト
ラック動線を実現する設計はこの物件で配慮した項目のひとつです。また、同地区計画
による建物高さの制限も厳しく、これを回避するため倉庫１階（１層）に事務所１、２
階を設置することで建物ボリュームを最大限生かす工夫を取り込みました。
　構造形式は純鉄骨造を採用し、ブレース併用ラーメン構造として耐震性に優れた自社
製品の二重鋼管座屈補剛ブレースを採用しています。この座屈拘束ブレースは鉄骨の弱
みである座屈を防止するだけでなく円形鋼管を用いることで見た目もすっきりし、倉庫
内の美観に貢献しています。
　その他、太陽光発電設備、全館ＬＥＤ照明の採用により省エネ・脱炭素へ貢献し、Ｂ
ＣＰの観点からは電気室の浸水対策や非常用発電機による停電時の電力確保を実装する
ことで、テナント様が安心して継続利用できる施設となっています。

　ＪＦＥシビル株式会社　物流建築事業部　伊藤寛之、吉村朋子


